
議議
員員
研研
修修
会会
とと
委委
員員
会会
視視
察察
研研
修修

憲
法
九
条
を
堅
持
す
る

こ
と
が
国
際
社
会
へ
の
貢
献

で
あ
り
、
日
本
の
役
割
。
九

条
に
つ
い
て
市
長
の
認
識
は
。

市
長

憲
法
九
条
は
、
平

平和都市宣言の石碑（市役所前）

和
を
愛
す
る
日
本
国
民
と
し

て
守
っ
て
い
く
べ
き
尊
い
精

神
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

国
民
保
護
計
画

を
、

国
の
言
い
な
り
で
計
画
策
定

す
る
こ
と
そ
の
も
の
が
戦
争

準
備
を
進
め
る
こ
と
だ
と
考

え
る
が
、
市
長
の
認
識
は
。

市
長

国
民
保
護
計
画

策
定
は
市
の
当
然
の
責
務
で

あ
る
。定

率
減
税
の
廃
止
、
消

費
税
増
税
に
反
対
を
表
明
す

べ
き
。
市
民
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
の
市
長
の
決
意
は
。

市
長

反
対
表
明
は
考
え

て
い
な
い
。
国
の
施
策
を
補

完
す
る
の
は
、
地
方
行
政
の

あ
り
方
と
し
て
な
じ
ま
な
い
。

国
の
い
い
な
り
の
地
方

行
革
で
は
な
く
、
憲
法
と
地

方
自
治
法
に
も
と
づ
く
市
政

運
営
を
。
市
長
の
考
え
は
。

市
長

新
行
革
大
綱
に
も

と
づ
き
、
自
己
決
定
・
自
己

責
任
の
行
政
運
営
を
進
め
る
。

国
保
税
の
引
き
下
げ
を
。

市
長

考
え
て
い
な
い
。

介
護
保
険
料
の
値
上
げ

に
反
対
。
利
用
料
減
免
制
度

の
拡
充
を
。

市
長

保
険
料
基
準
額
を

％
ア
ッ
プ
す
る
。
利
用
料

減
免
は
現
行
ど
お
り
。

障
害
者
自
立
支
援
法
に

よ
る
障
害
者
負
担
の
軽
減
を
。

市
長

精
神
・
結
核
医

療
付
加
金
引
き
続
き
支
給
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

の
拡
充
を
。

市
長

考
え
て
い
な
い
。

中
学
校
給
食
の
実
施
を
。

教
育
長

考
え
て
い
な
い
。

耐
震
、
ア
ス
ベ
ス
ト
改

修
を
含
む
、
住
宅
改
修
助
成

制
度
の
復
活
を
。

市
長

耐
震
・
ア
ス
ベ
ス

ト
改
修
助
成
は
、
診
断
士
派

遣
事
業
の
状
況
を
み
て
検
討
。

新
田
辺
駅
東
口
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
を
。

市
長

近
鉄
に
、
引
き
続

き
要
望
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
の
早
期
実
現
を
。

市
長

引
き
続
き
検
討
。

同
和
行
政
の
完
全
終
結

を
す
べ
き
。

市
長

地
域
指
定
業
者
を

年
度
末
で
廃
止
。

平成１８年度 施政方針 （施策の概要）

年度予算書と行政改革実行計画

け
る
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど

義
務
的
経
費
が
増
加
し
、
平

成

年
度
経
常
収
支
比
率
は

・
６
％
と
高
い
水
準
を
示

し
、
財
政
健
全
化
は
緊
急
の

課
題
で
あ
る
、市
の
対
応
は
。

市
長

今
後
の

年
間
の

財
政
見
通
し
は
、
約

億
円

の
累
積
赤
字
が
予
測
さ
れ
る
。

市
税
や
特
定
財
源
の
確
保
、

人
件
費
・
物
件
費
等
削
減
、

普
通
建
設
費
抑
制
、
補
助
金

見
通
し
な
ど
聖
域
を
設
け
な

い
歳
出
の
抑
制
が
そ
の
柱
に

な
る
。
財
政
健
全
化
を
進
め

て
い
く
上
で
、
必
要
不
可
欠

と
な
る
の
が
行
政
改
革
で
あ

り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
財
政
健

全
化
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ

き
、
そ
の
施
策
を
効
果
的
・

効
率
的
に
進
め
る
た
め
に
は

組
織
機
構
の
面
か
ら
も
十
分

検
討
が
必
要
と
思
う
が
。

市
長

現
在
、
具
体
的
な

内
容
の
検
討
を
進
め
て
お
り

弾
力
的
な
組
織
運
営
が
可
能

と
な
る
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入

等
も
含
め
、
今
議
会
中
に
組

織
機
構
条
例
改
正
案
を
提
案
。

厳
し
い
財
政
状
況
か
ら

脱
出
し
、
持
続
可
能
な
財
政

構
造
を
構
築
す
る
に
は
、
力

強
い
工
業
系
土
地
利
用
計
画

を
展
開
出
来
る
施
策
を
と
る

べ
き
、
優
良
企
業
・
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
の
積
極
な
誘
致
を
。

市
長

本
市
の
地
理
的
な

優
位
性
を
生
か
し
工
業
系
土

地
利
用
を
図
る
こ
と
が
重
要
、

工
業
系
土
地
利
用
を
図
る
べ

き
地
域
で
の
未
利
用
地
の
利

活
用
を
促
し
工
業
系
土
地
利

用
が
期
待
さ
れ
る
地
域
に
お

い
て
は
地
権
者
の
整
備
意
欲

の
高
ま
り
を
受
け
整
備
に
向

け
て
必
要
な
支
援
を
行
う
。

第
二
名
神
高
速
道
路
は

京
田
辺
市
に
お
い
て
も
城
陽

八
幡
間
の
早
期
着
工
が
起
爆

剤
と
な
る
様
に
働
き
か
け
が

必
要
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

市
長

本
市
と
し
て
整
備

区
間
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
城
陽
八
幡
間
の
早
い
着
工

と
全
線
整
備
促
進
さ
れ
る
よ

う
京
都
府
や
近
隣
市
町
と
連

携
し
関
係
機
関
に
要
望
。

国
道
３
０
７
号
沿
い
山

手
幹
線
沿
い
は
市
街
地
に
。

市
長

市
街
化
区
域
へ
の

編
入
は
現
在
考
え
て
な
い
が
、

土
地
利
用
動
向
を
み
て
研
究
。

今
後
、
自
治
体
は
経
営

と
い
う
視
点
に
立
っ
た
行
政

運
営
が
求
め
ら
れ
る
。
財
政

構
造
の
改
善
を
図
る
た
め
に

は
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長

財
政
健
全
化
計
画

は
、
高
度
化
、
多
様
化
す
る

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
施

策
を
実
施
す
る
た
め
、
行
革

の
実
行
計
画
に
基
づ
く
効
果

等
を
勘
案
し
な
が
ら
策
定
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

第
３
次
総
合
計
画
の
着

実
な
推
進
方
策
に
つ
い
て
。

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
（
仮
称
）

ま
ち
づ
く
り
条
例
を
策
定
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

第
３
次
総
合
計
画

の
市
民
主
役
の
視
点
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
市
民
参
加
の
基

本
と
な
る
ル
ー
ル
づ
く
り
を

策
定
す
る
。
そ
の
過
程
の
中

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

自
然
環
境
と
調
和
の
と

れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

現
開
発
指
導
要
綱
を
条
例
化

も
含
め
見
直
す
考
え
は
。

市
長

現
開
発
指
導
要
綱

の
見
直
し
を
研
究
し
て
き
た

が
、
今
後
は
一
部
条
例
化
も

視
野
に
入
れ
研
究
し
た
い
。

本
市
に
居
住
す
る
優
秀

な
人
材
の
発
掘
や
育
成
、
並

び
に

法
人
の
育
成
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

行
政
と
協
働
で
き

る

法
人
は
必
要
。
有

能
な
人
材
に
つ
い
て
は
登
録

制
度
の
創
設
も
視
野
に
入
れ

て
活
用
方
法
を
研
究
す
る
。

整
備
区
間
と
な
っ
て
い

る
第
二
名
神
の
城
陽
・
八
幡

間
の
建
設
促
進
の
考
え
は
。

市
長

早
期
着
手
に
向
け

て
、
京
都
府
や
近
隣
市
町
と

連
携
し
な
が
ら
関
係
機
関
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

耐
震
診
断
後
の
耐
震
補

強
工
事
の
助
成
や
共
同
住
宅

の
耐
震
診
断
の
助
成
策
は
。

市
長

耐
震
改
修
の
助
成

施
策
は
今
後
考
え
て
い
く
。

集
合
住
宅
へ
の
助
成
は
難
し

い
面
も
あ
る
が
、
国
や
府
の

動
向
も
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

本
市
の
農
業
を
守
り
育

て
る
独
自
施
策
の
考
え
は
。

市
長

都
市
近
郊
農
業
の

推
進
と
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
生

産
促
進
、
地
産
地
消
の
推
進

や
農
業
経
営
の
集
団
化
な
ど

施
策
の
充
実
を
進
め
た
い
。

第３次京田辺市総合計画

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
会
議
員
団

（
増
富
理
津
子

議
員
）

一

新

会

（
小
林

弘

議
員
）

自

民

緑

政

会

（
山
下

勝
一

議
員
）

本
市
の
財
政
状
況
は
歳

入
が
落
込
む
一
方
歳
出
に
お

年（平成 年） 月 日

心にうるおいのあふれるまちづくり
【主な新規事業】

● 田辺中学校の整備基本計画策定とエレベーター設置等

● 田辺東小学校における大規模改修の実施

● 新たな緊急連絡体制として、迅速かつ確実な情報提供シ

ステムの導入（固定電話、携帯電話、ファックス、電子メ

ールのいずれかの手段により不審者情報や災害情報を保

護者等に伝達）

● 田辺公園プールの土曜日の夜間使用時間の拡大

● 同志社大学との連携による 総合型地域スポーツクラブ

の設立
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